
令和元年(平成31年)　製造業における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

31 1 16時台

製
鉄
・
製
鋼
・

圧
延
業

100
人
以
上
299
人

は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ

２
１
１

動
力
ク
レ
ー

ン
等

　被災者は、製鋼工場内において同僚２名とともに天井クレーンを用いてスラ
グ（鉱石）の搬出作業を行っていたとき、約８ｔのスラグの入った鉄製バック（約
５ｔ）にワイヤロープを２点掛けし天井クレーンで吊り上げたところ、鉄製バック
が横に振れたため、同バックと別の鉄製バックとの間にはさまれたもの。

31 2 14時台

そ
の
他
の
製
造
業

50
人
以
上
99
人

墜
落
・
転
落

６
１
１

荷

　被災者は、工場敷地内の原料保管庫において、フォークリフトを使用してコン
テナに入っている小豆を別のコンテナに移し替える作業を行う際に、移し替え
るコンテナ上に上がっていたところ、同コンテナ内に転落し小豆に埋まったも
の。

31 4 9時台

金
属
製
品
製
造
業

10
人
以
上
29
人

墜
落
・
転
落

５
２
１

材
料

　被災者１人で工場兼倉庫の屋根の補修作業中、作業床に利用していたコイ
ル状に巻いた鉄筋材（高さ１．６ｍ）から転落していたところを発見されたもの。

元 8 14時台

食
料
品
製
造
業

10
人
以
上
29
人

は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ

１
６
５

一
般
動
力
機
械

　被災者は、棒状に成形された飴を送給しながら球状にカットする機械のロー
ラーが詰ったので、工具を用いて取り除いていたところ、回転羽に上衣のポ
ケットが巻き込まれ、首が絞められた状態となったもの。

元 9 15時台

食
料
品
製
造
業

100
人
以
上
299
人

飛
来
・
落
下

６
１
１

荷
姿
の
物

　被災者は、フォークリフトを使用して、玄米１０８０ｋｇの入ったパレット積みの
フレキシブルコンテナ(以下フレコン)の積み替え作業中、２段積みのフレコンの
下段のフレコンに空いた穴から玄米が漏れ、フレコンが変形したことから穴を
塞ごうとしていた被災者の上に、上段のフレコンが落下したもの。

元 10 17時台

パ
ル
プ
・
紙
製
造
業

100
人
以
上
299
人

お
ぼ
れ

３
９
１

そ
の
他
の
装
置
，
設
備

　被災者はパルパータンク（W1.3m×D1.3m×H3.0m）の側面に立ち、ワゴンをリ
フトで傾けてタンク天板開口部から半端紙を投入する装置の操作及び開口部
から攪拌状態を確認する作業を一人で行っていたところ、タンク内に墜落した
もの。

元 10 13時台

ク
リ
ー

ニ
ン
グ
業

100
人
以
上
299
人

交
通
事
故

（
道
路

）

２
２
１

乗
物

　被災者はホテル等で回収したリネン類を積み、トラック（４ｔ、箱車）で国道を走
行中、片側通行規制のために停車していた大型トラックに追突したもの。

※本件事例には、脳・心臓疾患等によるものは、掲載していません。



令和元年(平成31年)　製造業における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

元 11 10時台

窯
業
土
石
製
品
製
造
業

10
人
以
上
29
人

は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ

２
２
２

動
力
運
搬
機

　フォークリフト（最大荷重３．５ｔ）でコンクリートホッパーを「鋼製型枠」に向けて
前進で移動中、工場内において床の掃除をしていた被災者が、フォークリフト
の下部に巻き込まれたもの。

元 12 7時台

そ
の
他
の
製
造
業

30
人
以
上
49
人

は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ

1
4
1

建
設
用
等
機
械

　牛の飼料生産受託先の敷地内において、トラクター・ショベルでバンカーサイ
ロの飼料をならしていた際、近くにいた被災者がよろめき、後頭部から地面に
倒れたため、ブレーキが間に合わず、トラクター・ショベルの右前輪に轢かれた
もの。

※本件事例には、脳・心臓疾患等によるものは、掲載していません。



令和元年(平成31年)　建設業における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

31 1 11時台

土
木
工
事
業

10
人
以
上
２９
人

崩
壊
・
倒
壊

４
１
８

仮
設
物
・
建
築
物
・
構
築
物

 被災者は、法面の補修工事現場において、クレーン作業を一時中断して運転
席から降りて待機していたところ、コンクリート擁壁に仮置きしていた重量約２．
１ｔの削孔機が倒れ、同削孔機とエアーコンプレッサにはさまれたもの。

31 1 11時台

建
築
工
事
業

10
人
未
満

墜
落
・
転
落

４
１
５

仮
設
物
・
建
築
物
・
構
築
物

　被災者は、木造２階建て住宅の新築工事現場において、高さ約５．８ｍの屋
根の梁（幅１０ｃｍ）の上で母屋材を配置していたところ、１階床（木板）に墜落し
たもの。

31 1 11時台

土
木
工
事
業

10
人
以
上
２９
人

は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ

１
７
１

車
両
系
木
材
伐
出
機
械
等

　被災者は、木材グラップル機を操作して工事現場の伐開に伴い発生した枝
条を集積作業中、枝が重機キャビンのガラスに当たって割れ、運転席の窓の
下に置いていた日報等が落ちてブームの根元に引っかかり、それを取ろうと
キャビンから身体を乗り出した際、運転席右側のブームの操作レバーに被災
者の身体の一部が当たり、ブームが動いたため、ブームの油圧シリンダーと
キャビンに挟まれて死亡したもの。

31 2 11時台

建
築
工
事
業

30
人
以
上
49
人

飛
来
・
落
下

２
１
２

動
力
ク
レ
ー
ン
等

　被災者は、サイロ増設工事現場において、設置された外部足場１３層目の作
業床で足場から身をのりだして外壁にトタンを貼る作業を行っていたところ、別
業者の作業員が運転する移動式クレーンが吊っていた床材（鋼製　長さ約２
ｍ、幅約３０ｃｍ、重さ約２５㎏）１枚が被災者の頭上から落下したもの。

31 2 11時台

土
木
工
事
業

10
人
以
上
29
人

激
突
さ
れ

２
１
２

動
力
ク
レ
ー

ン
等

　被災者は、砂防工事現場において車両積載型クレーンを使用して、工事用
道路で使用した敷鉄板の搬出作業中において敷鉄板を吊っていたとき、同ク
レーンのジブ根本部分の巻上用ドラムがずれ、ドラムの歯車が外れたため、敷
鉄板が被災者の上に落下したもの。

31 3 10時台

建
築
工
事
業

10
人
未
満

墜
落
・
転
落

４
１
５

仮
設
物
・
建
築
物
・
構
築
物

　被災者は、高さ２７３ｃｍ、長さ３７８ｃｍ、幅２３．５ｃｍのうま足場上で、農業倉
庫のシャッター修理作業中に墜落したもの。

31 4 14時台

建
築
工
事
業

10
人
以
上
29
人

墜
落
・
転
落

６
１
１

荷

　自社の資材センター内で、型枠工事に使用する単管パイプ（直径：４．６ｃｍ、
長さ：３．５ｍ）が積み上げられた高さ２mを超える場所において、数十本ごとに
チェーンで結束された単管を、チェーンを外さずに一本ずつ引き抜き、上から下
へおろしていた際に、被災者が自重で傾いた単管に押し上げられ、墜落したも
の。

※本件事例には、脳・心臓疾患等によるものは、掲載していません。



令和元年(平成31年)　建設業における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

元 5 8時台

建
築
工
事
業

10
人
未
満

飛
来
・
落
下

２
１
２

動
力
ク
レ
ー

ン
等

　倉庫解体工事現場において、被災者一人で歩道の敷鉄板を積載型小型移
動式クレーン（つり上げ荷重２．９３ｔ）を用いて当該クレーンの荷台に積み込む
作業を行っていた。敷鉄板積込み作業場所から「ドン」と音がしたので、廃材の
仕分け作業を行っていた別の作業員が音のした方を振り向いたところ、被災者
が敷鉄板１枚（縦１．５３ｍ、横３．０５ｍ、重量約８００ｋｇ）の下敷きになってい
たもの。

元 6 13時台

建
築
工
事
業

10
人
以
上
29
人

墜
落
・
転
落

４
１
５

仮
設
物
・
建
築
物
・
構
築
物

  被災者は、バイオガスプラントの新設工事現場において、同僚３名と共に木
造の固形物乾燥室の柱と梁の建方作業に従事していた。
同僚が被災者が一側足場の１層目（高さ２．１７ｍ）を歩行しているのを見かけ
たあと、大きな音がしたので確認したところ、被災者が顔面から出血して足場
下のコンクリート床に倒れていたもの。

元 7 13時台

土
木
工
事
業

10
人
未
満

崩
壊
・
倒
壊

４
１
５

仮
設
物
・
建
築
物
・
構
築
物

　作業者３名で、幅約１．２ｍ、深さ約１．６ｍの用水路脇の草刈り作業を行って
いたところ用水路の中でコンクリート製の蓋（幅０．４ｍ×長さ１．９ｍ×厚さ０．
１６ｍ、重さ約２８０ｋｇ）の下敷きになった被災者が発見された。

元 9 8時台

建
築
工
事
業

10
人
未
満

激
突
さ
れ

１
４
９

そ
の
他
の
建
設
機
械
等

　被災者は、鉄塔の基礎コンクリート打設作業に立ち会っていたところ、根掘部
の法肩が崩れたため、コンクリート打設用の自動生コンホッパーアタッチメント
を取り付けたドラグショベルが転倒、被災者にドラグショベルのアタッチメント部
分が激突したもの。

元 9 10時台

建
築
工
事
業

10
人
未
満

墜
落
・
転
落

４
１
８

仮
設
物
・
建
築
物
・
構
築
物

　　被災者は、液化ガスの受入配管の鋼製トラス構造架台の塗装作業現場に
おいて、作業箇所への移動中に当該架台（高さ５．５m）から墜落したもの。

元 10 16時台

土
木
工
事
業

10
人
以
上
29
人

崩
壊
・
倒
壊

７
１
１

環
境
等

　農業用水路配管（塩ビ管、Ｌ＝５ｍ、Φ２５０ｍｍ）を布設するため、ドラグショ
ベルで、溝（Ｈ＝２．７ｍ×Ｌ＝３ｍ、Ｗ＝１ｍ、勾配７５～７８度）を掘削し、労働
者２名で掘削溝の底をスコップで床均し及び計測を行っていたところ、当該配
管を埋めるために堆積していた掘削土と掘削面の一部が崩壊し、当該作業を
行っていた被災者が生き埋めとなったもの。

元 10 16時台

土
木
工
事
業

10
人
以
上
29
人

崩
壊
・
倒
壊

７
１
１

環
境
等

同    上

※本件事例には、脳・心臓疾患等によるものは、掲載していません。



令和元年(平成31年)　建設業における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

元 10 14時台

そ
の
他
の
建
設
業

10
人
以
上
29
人

墜
落
・
転
落

4
1
4

仮
設
物
・
建
築
物
・
構
築
物
等

　被災者の上司がタイヤ交換作業のため、自社工場内の倉庫に入ったところ、
頭から出血した被災者が１階コンクリート床にうつ伏せで倒れていたもの。
　なお、被災者が倒れていた上方の２階床は開口となっており、保護帽及び墜
落制止用器具は未着用であった。

元 11 13時台

建
築
工
事
業

10
人
未
満

墜
落
・
転
落

４
１
８

仮
設
物
・
建
築
物
・
構
築
物

 被災者は、屋上パラペットの仮設の手すり(高さ約３０ｃｍ)を取り外し、パラペッ
ト付近の除雪作業を行っていたところ、約１２ｍ下のアスファルト路面に墜落し
たもの。
 保護帽は着用していたが親綱等の設置は無く、安全帯は着用していたものの
使用はしていない。

元 11 3時台

建
築
工
事
業

10
人
未
満

墜
落
・
転
落

４
１
１

仮
設
物
・
建
築
物
・
構
築
物

　被災者は、鉄道の橋梁アーチ部の塗装工事のために使用していた吊足場の
解体作業中、高さ約７ｍ地点の作業床から墜落したもの。

元 12 11時台

土
木
工
事
業

30
人
以
上
49
人

交
通
事
故

（
道
路

）

2
2
1

動
力
運
搬
機

　被災者は交通規制がされていない国道上において、道路脇の現場を写真撮
影中、約１００ｍ離れた場所へ移動するために道路上をバックで走行してきた
貨物自動車（４ｔダンプ）に轢かれたもの。

元 12 9時台

土
木
工
事
業

10
人
未
満

崩
壊
・
倒
壊

4
1
9

仮
設
物
，
建
築
物
，
構
築
物
等

　被災者は橋台等の補修工事において、橋桁の下にベントを組み立てるため、
２５ｔクレーンでベント２節目（高さ７．８ｍ、重量約３ｔ）を降ろした後、油圧ジャッ
キでベントの高さを調整中に当該ベントが倒れ、下敷きとなったもの。

※本件事例には、脳・心臓疾患等によるものは、掲載していません。



令和元年(平成31年)　陸上貨物運送事業における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

31 2 13時台

道
路
貨
物
運
送
業

10
人
以
上
29
人

は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ

３
６
２

人
力
機
械
工
具
等

　被災者は、配送先の工場において、４ｔトラックの荷台から卵（１０㎏×３０箱）
の入ったロールボックスパレットを下ろそうとしたところ、同ロールボックスパ
レットが倒れたためその下敷きとなり床とロールボックスパレットにはさまれた
もの。

31 3 13時台

道
路
貨
物
運
送
業

10
人
以
上
29
人

飛
来
・
落
下

２
１
２

動
力
ク
レ
ー

ン
等

　被災者は、携帯電話基地局に使用されていた電柱（長さ１５ｍ、重量約２．２
ｔ）を車両積載形トラッククレーン（つり上げ荷重：２．９３ｔ）に積み込む作業中、
荷台前方の鳥居部の助手席側に電柱の先端を一旦載せ、鳥居部の運転席側
に電柱先端部をずらそうと荷台上でリモコンを操作し、ジブを伸ばして荷台後
方に電柱を引いたところ、鳥居部から電柱の先端が落ち、過荷重でジブが折
れ、電柱が被災者の上に落下したもの。

31 3 8時台

道
路
貨
物
運
送
業

50
人
以
上
99
人

交
通
事
故

（
道
路

）

２
３
１

乗
物

　被災者は会議に出席するため、軽自動車を運転して高速道路を走行中、トン
ネル出口付近で対向してきたＲＶ車がセンターラインを超えて進入し、正面衝
突したもの。

31 4 5時台

道
路
貨
物
運
送
業

10
人
以
上
29
人

交
通
事
故

（
道
路

）

２
２
１

乗
物

　被災者は、牛を積み込むために家畜車（最大積載量１２．６ｔ）を運転して国道
を走行していたところ、交差点で信号待ちをしていたトレーラーに追突したも
の。

元 7 9時台

道
路
貨
物
運
送
業

50
人
以
上
99
人

崩
壊
・
倒
壊

６
１
１

荷
姿
の
物

　客先の牧場において、被災者と同僚の合計２名で、トレーラーのコンテナから
牧草の荷卸し作業を行っていた。
　荷は直方体の牧草（８８ｃｍ×１２５ｃｍ×１３０ｃｍ、重さ５００ｋｇ）が２段積み
されており、下段にワイヤロープが付いたフックを打ち込み、フォークリフトでワ
イヤロープを引っ張って引き出していたところ、崩れそうになった上段の牧草を
被災者が支えようと近づいた際、うつ伏せに転倒し、その上に牧草が落下した
もの。

※本件事例には、脳・心臓疾患等によるものは、掲載していません。



令和元年(平成31年)　林業における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

31 3 15時台
林
業

10
人
以
上
29
人

激
突
さ
れ

７
１
２

環
境
等

　民有林皆伐現場において、胸高直径２８センチ、長さ約１７ｍのトドマツを
チェーンソーで伐倒作業中、くさびを打って伐倒木が倒れていくときに、蔓が上
部で絡んでいた為に、伐倒方向が変わり、近くで同じくチェーンソー伐倒作業
中の被災者の頭部に直撃したもの。

31 4 11時台
林
業

10
人
以
上
29
人

激
突
さ
れ

７
１
２

環
境
等

　被災者は、民有林内にて同僚１名とともに、チェーンソーを用いて伐木作業を
行っていた。被災者が扱っていたチェーンソーの音が聞こえなかったため同僚
が捜索したところ、仰向けの状態でクルミの木（胸高直径３０ｃｍ）の下敷きに
なっているところを発見したもの。

元 5 15時台
林
業

10
人
以
上
29
人

交
通
事
故

（
道
路

）

２
３
２

乗
物

　被災者は、道有林の造林現場で当日の作業を終え、帰社するため乗用車で
国道を走行していたところ、右側の町道から飛び出してきた来た乗用車が運転
席に衝突したもの。なお、助手席の同僚は軽傷。

元 5 14時台
林
業

10
人
以
上
29
人

激
突
さ
れ

７
１
２

環
境
等

　民有林の皆伐作業現場において、被災者はチェーンソーを用いて伐倒作業
中、ナナカマドの木を伐倒したところ、当該伐倒木が被災者側に倒れてきて、
被災者の腹部に激突したもの。被災者に激突した伐倒木の胸高直径は１８．５
ｃｍ、樹高１６．６ｍであった。また、伐根に切り残しは無かった。

元 6 14時台
林
業

10
人
未
満

墜
落
・
転
落

２
３
２

乗
物

   国有林の間伐作業現場において伐倒作業を行うための道付け作業中、被
災者２名が事前調査のため乗用車に乗り林道を走行していたところ、幅約４ｍ
の緩やかな左カーブに差し掛かった際、当該車両が道路右脇に逸脱し勾配約
５０°の崖を約４７ｍ転落したもの。被災者は車外に投げ出され、斜面の中腹
と転落した車両の脇でそれぞれ倒れているところを下請事業場の労働者に発
見された。（被災者は、車両を運転していた。）

元 6 14時台
林
業

10
人
未
満

墜
落
・
転
落

２
３
２

乗
物

　同上
（被災者は、助手席に同乗していた。）

元 7 15時台
林
業

10
人
未
満

墜
落
・
転
落

１
７
１

伐
木
等
機
械

　被災者は、国有林内において、掘削バケットが付いた車両系木材伐出機械
（伐木等機械／フェラーバンチャ）を操作して、支障木を伐倒しながら作業道の
造成作業を行っていたところ、勾配約４０度の斜面から機械ごと２０m程滑り落
ち、転落したもの。
　被災者は地面と機械のキャビンにはさまれた状態で発見された。

※本件事例には、脳・心臓疾患等によるものは、掲載していません。



令和元年(平成31年)　林業における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

元 12 11時台
林
業

10
人
未
満

崩
壊
・
倒
壊

7
1
2

環
境
等

　被災者は民有林の間伐作業において、かかり木から８ｍ離れたところで、
チェーンソーを使用して樹高２６ｍのカラマツの伐木作業中に倒れてきたかか
り木（カラマツ、樹高２７ｍ、胸高直径３０ｃｍ）の下敷きとなったもの。

※本件事例には、脳・心臓疾患等によるものは、掲載していません。



令和元年(平成31年)　その他の業種における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

31 1 21時台
畜
産
業

10
人
以
上
29
人

は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ

２
２
４

動
力
運
搬
機

　被災者は、牛舎内において除糞作業に従事していたところ、糞尿を流し込む
溝（幅４０ｃｍ、深さ４０ｃｍ）に設けられている金属製のスクリューコンベア（径３
０ｃｍ）に右半身を巻き込まれている状態で発見されたもの。

31 2 12時台
小
売
業

10
人
以
上
29
人

墜
落
・
転
落

４
１
５

仮
設
物
・
建
築
物
・
構

築
物

　被災者は、軒高約３．６ｍの自社倉庫の屋根の上において除雪作業をしてい
たところ、除雪作業をしていた屋根の下で雪に埋まった状態で発見されたも
の。

31 3 10時台
旅
館
業

30
人
以
上
49
人

墜
落
・
転
落

４
１
５

仮
設
物
・
建
築
物
・
構

築
物

　被災者は、ホテルのエントランスの屋根に上がり、スコップで雪庇を落として
いたところ、上方の屋根（三角）に積もった雪が滑り落ちてきて、これに巻き込
まれ、約７ｍ下の地面に墜落したもの。

31 3 11時台

そ
の
他
の
商
業

10
人
未
満

墜
落
・
転
落

３
７
１

用
具

　被災者は、マンションの２階エレベーターホール天井（高さ２．６４ｍ）のＬＥＤ
電球交換作業時に脚立（高さ１．１７ｍ）から転落、頭部を打ったもの。

元 3 10時台
農
業

10
人
未
満

転
倒

１
４
２

建
設
機
械
等

　被災者は、牧場跡地でＤ型ハウスの解体資材を運搬するため、ドラグショベ
ルを運転して敷地内の溜池の縁を移動していたところ、地面と溜池との境界が
草や氷で覆われていたため、ドラグショベルが運転席側から溜池に横転して水
没したもの。

31 4 17時台

接
客
娯
楽
業

30
人
以
上
49
人

転
倒

1
6
9

そ
の
他
の
一
般
動
力
機
械

　被災者含む３名は、ゴルフコース内の芝生の整備作業を終え、先に同僚の２
名は小型ダンプで管理棟へ戻ったが、芝生整備機械（乗用グリーンスエア）を
運転していた被災者の戻りが遅いことから探したところ、コースの斜面（傾斜約
２１度）の下で当該機械（車重８２０キログラム）の下敷きになった被災者を発見
した。

元 5 10時台

そ
の
他
の
事
業

50
人
以
上
99
人

交
通
事
故

（
道
路

）

２
３
２

乗
物

　被災者は、会議に出席するため、自家用車で自動車専用道を走行していた
ところ、片側１車線のトンネル内において、対向車線を走行していたワゴン車が
前方の乗用車を左側（路側帯側）から追い抜こうとした際に乗用車の左側面と
接触、弾みでトンネルの路肩部にぶつかった後、対向車線にはみ出して被災
者が運転する車と正面衝突したもの。

※本件事例には、脳・心臓疾患等によるものは、掲載していません。



令和元年(平成31年)　その他の業種における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

元 6 16時台

清
掃
・
と
畜
業

10
人
以
上
29
人

は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ

２
２
４

動
力
運
搬
機

  被災者は、フォークリフトを使用して鉄の廃材を運搬する業務を行っていたと
ころ、廃材のツルハシの金属部がバックレストの下部に引っかかっていること
に気づいたため、フォークを上げてバックレストの下部に入り込み、ツルハシを
引き抜いたところ、フォークが降下し、被災者の頭部がバックレスト部と地面と
の間に挟まれたもの。

元 6 6時台
畜
産
業

10
人
以
上
29
人

飛
来
・
落
下

３
６
１

人
力
機
械
工
具
等

 被災者は、木製の門型のつり上げ装置（手動チェーンブロック、ワイヤロープ、
滑車等により構成されたもの）を用いて馬運車（４ｔ平ボディトラックに金属製の
箱を載せたもの）から箱を降ろす作業に従事していたところ、吊元部分の金具
が梁から抜け、箱全体が約１．２ｍ落下、反動で箱の下に敷こうとしていた角パ
イプが折れ曲がり被災者に激突し、跳ね飛ばされた被災者が後頭部から地面
に倒れたもの。

元 7 11時台

道
路
旅
客
運
送
業

100
人
以
上
299
人

交
通
事
故

（
道
路

）

２
３
２

乗
物

　被災者は乗客を降ろした後、道道を走行中、信号のある交差点で、ハンドル
操作を誤って中央分離帯に衝突したもの。

元 7 15時台

そ
の
他
の
事
業

50
人
以
上
99
人

交
通
事
故

（
道
路

）

2
3
1

乗
物

　被災者は国道の覆道工事現場において、片側交互通行規制の交通誘導中
に停止の合図を無視してきた一般車両に轢かれたもの。（入院加療中であった
が、約５か月後に死亡したもの。）

元 8 16時台
畜
産
業

10
人
以
上
29
人

交
通
事
故

（
道
路

）

２
２
1

動
力
運
搬
機

　トラックで道道を走行中、緩い左カーブを曲がりきれず、対向車線側の路外
へ逸脱して死亡したもの。

元 10 16時台

ゴ
ル
フ
場

50
人
以
上
99
人

飛
来
・
落
下

７
１
２

環
境
等

　被災者等７名はカシワの木（伐根直径５７ｃｍ）をチェーンソーで伐倒し、１ｍ
程度に玉切りしてダンプに積み込んでいた。伐倒の際、伐倒木の枝（直径約２
０ｃｍ）が地面に刺さり、幹が地面より７０～８０ｃｍ浮いた状態であった。安定さ
せて玉切りするため、同僚が当該枝をチェーンソーで切断しても伐倒木に動き
はなかったので、被災者が伐倒木の浮いた空間に入り枝を蹴ったところ、幹が
落下し下敷きとなったもの。

元 10 15時台
農
業

10
人
以
上
29
人

は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ

２
２
４

動
力
運
搬
機

　被災者は農作業等の受託先の敷地内で、側溝の清掃作業を終え、作業現場
から３００m程度離れた詰所に戻るため、フォークリフトのフォーク部分に乗車
し、移動中にフォークから転落し、フォークリフトの後輪に頭部を轢かれたも
の。

※本件事例には、脳・心臓疾患等によるものは、掲載していません。



令和元年(平成31年)　その他の業種における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

元 11 11時台
水
産
業

10
人
未
満

は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ

２
２
９

動
力
運
搬
機

　被災者は、漁船（８．５ｔ）左舷前方にて漁網を取り込む機械（２つのドラムが
逆方向に回転し、ドラム間に網等を挟み、巻き上げるもの）を操作し、ロープを
巻き上げていたところ、ドラムとドラムの間に左脇から腰部を挟まれたもの。

元 11 14時台
旅
館
業

10
人
未
満

交
通
事
故

（
道
路

）

２
３
１

乗
物

　被災者は、帰社するため事業主が所有する乗用車で道道を走行していたと
ころ、対向車線にはみ出し、対向車と正面衝突したもの。
　当時、現場の路面は数cmの積雪がある状況だった。

元 11 17時台
小
売
業

10
人
以
上
29
人

交
通
事
故

（
道
路

）

２
３
１

乗
物

　被災者は研修に参加した後、自宅に帰宅するため、親族の運転する自家用
車の助手席に乗車し、高速道路を走行中、路面凍結によりスリップし左側ガー
ドロープに衝突、その弾みで片側２車線の中央に停止したところ、後方より走
行してきた大型観光バスに追突されたもの。

元 11 8時台

道
路
旅
客
運
送
業

10
人
以
上
29
人

高
温
・
低
温
の

物
と
の
接
触

3
3
2

溶
接
装
置

　被災者は整備工場内において、除雪に使用するトラクター・ショベルのバケッ
ト部分に雪を削るための部品を取り付けるため、アーク溶接作業中に溶接の
火花が着用していたツナギに飛び火して全身に火傷を負ったもの。

※本件事例には、脳・心臓疾患等によるものは、掲載していません。



死亡労働災害の概要(令和２年３月把握分)

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

　当月把握分の死亡労働災害はありません。

※本件事例には、脳・心臓疾患等によるものは、掲載していません。


